
18_火葬場推進室_1事業シート（平成31年度決算）
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1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和2年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施 5.平成31年度事業実績、評価等（Check）　R2.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 41600 火葬場管理事業費 予
算

会計 一般会計
総合計画

まちづくりの方向性 人と人がつながり、安全で美しさと便利さが共存する持続可能なまちをつくる

目的
・墓地、埋葬等に関する法律に基づき火葬を実施し、公衆衛生の確保・葬送環境の向
上を図る。

概要
・人体の火葬
・動物死体、産汚物、切断肢等の焼却
・飛騨市との火葬場広域利用（古川町光明苑、神岡町松ヶ丘公園斎場）

施設サービスの満足度（高山火葬場、普通以上の割合）

担当課 市民保健部　火葬場建設推進室 内線 2166 目 火葬場費

市長公約
款 衛生費 まちづくり戦略 利便性の高い都市機能とネットワークの構築

項 保健衛生費
根拠計画

49,830 47,679 51,190 50,365 48,846 1,167

最終予算

68.4% 95.9% ⤴

総合計画等　主な指標 Ｈ30実績 H31実績 R6目標

R2予算 実施計画額 51,250

51,405 51,250 51,250 60

要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

1,500 1,437

決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a)

県費　（ 

1,500 1,500 1,355

歳出事業費
（職員人件費を除く）

H30 H31

個票枝番 主な事業内容

47,491 1,249 49,877 49,750 49,750 60

△ 82 1,528 1,500 1,500 0

一般財源 48,330 46,242 49,690 48,865

特定財源

国費　（ 

その他（ 火葬場使用料（市外住民・動物・産汚物等）

3,626 35,350

市営火葬場の施設整備 9,400 9,396 8,000 8,000 7,474 △ 1,922

査定額

市営火葬場の管理運営 31,530 30,520 34,890 34,238 34,146

6,600

飛騨市への火葬業務等委託、火葬施設利用負担金 8,500 7,611 8,300 8,127 7,226 △ 385 9,200

評価等 ・指定管理者との連絡を密にし、適正な管理運営に努めた。 評価等 ・指定管理者との連絡を密にし、適正な管理運営に努めた。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・引き続き指定管理者を通じて適切な施設管理を進める。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)

担当課
予算要求
ポイント

・市営火葬場の指定管理料や修繕に必要な経費を計上
事業実績

・指定管理委託による火葬業務の実施　　人体火葬許可件数　1,032件
・飛騨市への火葬業務委託、施設利用負担　人体火葬許可件数　100件
・耐火材巻替工事等（高山火葬場、久々野火葬場）
・指定管理委託の公募及び更新（５年毎）

事業実績
・指定管理委託による火葬業務の実施　　人体火葬許可件数　1,051件
・飛騨市への火葬業務委託、施設利用負担　人体火葬許可件数　99件
・耐火材巻替工事等（高山火葬場、久々野火葬場）

H30完了 H31完了

H31完了予定 R2完了予定

・引き続き指定管理者を通じて適切な施設管理を進める。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

説明

指定管理料

光明苑、松ヶ丘公園斎場
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18_火葬場推進室_2事業シート（平成31年度決算）
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1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和2年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施 5.平成31年度事業実績、評価等（Check）　R2.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

評価等 ・公平性及び透明性を確保したうえで、着実に事業を進めた。 評価等 ・公平性及び透明性を確保したうえで、着実に事業を進めた。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・検討委員会の運営を継続する。
・段階ごとに市議会協議及び市民意見の聴取を行う。
・公平性及び透明性を確保したうえで、事業推進のスピードアップを図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H30完了 H31完了

H31完了予定 R2完了予定

・検討委員会における検討状況の精査を行うとともに、候補地特有のコストを確
認し、建設地(案)を決定する。
・段階ごとに市議会協議及び市民意見の聴取を行う。
・地元住民との丁寧な対話を進め、建設地を決定する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

△ 2,721

事務費 1,230

大気環境調査 825

担当課
予算要求
ポイント

・施設計画イメージパース図の作成等、市の方針の周知・説明に必要な経費を計
上事業実績

・検討委員会全体会議　3回　　部会会議　5回　候補地視察　5回
・H30.5.28　　 検討委員会委員長より市長に対し　候補地の選考方法について答申
・6月～8月　　候補地の選考（選考手順①）　73件の候補地を19件に絞り込む
・9月～12月　候補地の選考（選考手順②）　18件の候補地を5件に絞り込む（1件辞退あり）
・1月～　　　　候補地の選考（選考手順③）　5件の候補地について現地視察などでの評価をすすめる

事業実績

・検討委員会全体会議　1回
・R1.6.3　　　 検討委員会委員長より市長に対し　候補地の最終答申（3件)
・6月～7月　答申内容市民説明会
・8月～　　　答申内容に対する意見募集
・10月　　　 市営火葬場周辺ダイオキシン類大気環境調査(3地点)

説明

825 825

個票枝番 主な事業内容

1,446 △ 2,711 1,449

査定額

新火葬場建設検討委員会 9,419 4,157 3,951 3,951 621 △ 3,536

一般財源 9,419 4,157 3,951 4,776

特定財源

国費　（ 

その他（ 

1,230 1,230

県費　（ 

歳出事業費
（職員人件費を除く）

H30 H31 R2予算 実施計画額 1,230
要求額（d） 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

9,419 4,157 3,951 4,776 1,446 △ 2,711

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a)

1,449 1,230 1,230 △ 2,721

・ゴミ処理施設や火葬場の再整備をはじめとして、対応年数の長い公共施設の適
正配置と施設整備を進め、生活利便性の向上と将来に負担をかけない市政を進
めます。

款 衛生費 まちづくり戦略 利便性の高い都市機能とネットワークの構築

項 保健衛生費
根拠計画

新火葬場建設基本構想

総合計画等　主な指標 Ｈ30実績 H31実績 R6目標

目的 ・老朽化が進んでいる市営火葬場に代わる新火葬場を整備する。 概要
・新火葬場建設検討委員会（以下、検討委員会という）による検討を行い、市議会および市民の意見をふまえて新火葬場の候補
地を決定するなど、新たな火葬場の建設準備を進める。

施設サービスの満足度（高山火葬場、普通以上の割合） 68.4% 95.9% -

事業名 41610 火葬場建設事業費 予
算

会計 一般会計
総合計画

まちづくりの方向性 人と人がつながり、安全で美しさと便利さが共存する持続可能なまちをつくる

担当課 市民保健部　火葬場建設推進室 内線 2166 目 火葬場費

市長公約

18_火葬場推進室_2 41610


